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会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定
9月 1日（月） 開会・提案説明

4日（木） 一般質問
5日（金） 一般質問
9日（火） 議案質疑

10日（水） 議案質疑・委員会付託
16日（火） 総務建設常任委員会
18日（木） 文教福祉常任委員会
25日（木） 討論・採決・閉会

※日程は、変更になる場合があります。
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「議場ってこんなところ」
　大口北小学校の3年生が、「公共施設見学」の一環として大口町役場
を訪れ、議場にも立ち寄りました。ちょうど6月定例会の一般質問が
行われており、子どもたちはその様子を実際に傍聴することができま
した。
　普段はなかなか入る機会のない議場に、子どもたちは興味津々。熱
心にメモを取りながら、真剣な表情で議会の様子を見学していました。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　老若男女　世代を超えて人々が優しく心が通い、
次の世代に誇れるようになってほしい。

（秋田区在住　安藤さん）

　ここで育った子どもたちが大人になった時、
またここで暮らしたいと思えるような「まち」
づくりをしてほしい。

（秋田区在住　佐藤さん）

～大口町に期待することは？～

議場ってこんなところ
（関連記事P.16）
議場ってこんなところ
（関連記事P.16）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止

みなさまのお声を
お聞かせください

議会だよりをより充実させるためご意見ご感想を
お寄せください。
議会事務局　Email  ： gikai@town.oguchi.lg.jp

F A X  ： 0587-95-1454
おおぐち議会だより　No.245
令和7年7月24日発行
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齊
木
議
長

社
本
副
議
長

就
任
の
抱
負

齊
木
議
長

社
本
副
議
長

議
会
の
こ
れ
か
ら

齊
木
議
長

社
本
副
議
長

町
民
と
の
距
離
を

縮
め
る
に
は

齊
木
議
長

社
本
副
議
長

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
体
制
が
始
動

5
月
9
日
開
催
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
各
委
員
会
の

正
副
委
員
長
、
議
会
選
出
監
査
委
員
を
決
定
し
ま
し
た
。

○
就
任
に
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、

真
摯
に
議
会
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

私
は
副
議

長
と
し
て
議
長
を
し
っ
か
り

支
え
、
議
会
全
体
が
円
滑
に

機
能
す
る
よ
う
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
ど
の
よ
う
な
議
会
を
目
指

し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

開
か
れ
た
議
会
、

そ
し
て
信
頼
さ
れ
る
議
会
が

私
の
目
標
で
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
に
「
議
会
が
身
近
に
あ

る
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
運
営
を
し
て
い
き

ま
す
。

私
は
議
員

の
資
質
向
上
を
重
点
目
標
と

し
、
特
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
徹
底
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
議

員
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
代
表

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

○
町
民
と
の
距
離
を
ど
う
縮

め
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で

す
か
。

ま
ず
は
傍
聴

の
し
や
す
さ
や
、
議
会
だ
よ

り
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
提
供
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
議
会
報
告
会
や

意
見
交
換
会
な
ど
、
直
接
対

話
の
場
も
増
や
し
た
い
で
す
。

町
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
吸
い
上
げ
る
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
で
す
。
S
N
S
や
ア
ン
ケ

ー
ト
の
活
用
等
の
他
、
新
し

い
手
法
も
検
討
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

町
の
未
来
を

つ
く
る
の
は
町
民
の
皆
さ
ま

と
議
会
・
行
政
と
の
協
働
で

す
。
ぜ
ひ
議
会
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。皆

さ
ま
の

声
が
議
会
を
動
か
し
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、

お
気
軽
に
議
員
に
話
し
か
け

て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い

で
す
。

○
最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

大口町議会の新議長に齊木一三議員、副議
長に社本與七議員が就任されました。町民
に開かれた議会を目指す、おふたりの思い
を伺いました。

令和7年度 大口町議会方針（抜粋）

（1）議会改革…委員会活動を活性化

（2）開かれた議会へ…町民の皆さまとの対話の推進

（3）信頼される議会へ…議会への信頼度向上

正副議長対談：「住民に寄り添う議会を目指して」

議長：齊木 一三
さい き いちぞう

副議長：社本 與七
しゃもと よ ひち

町
の
課
題
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

【所管】
議会事務局
総務部
選挙管理委員会
固定資産評価審査委員会
地域協働部
まちづくり部
農業委員会
建設部
監査委員
会計管理者
他に属さない事項

宮川 基英
大竹 伸一
酒井 一平
飯田 正志
丹羽 勉
鈴木 和江
江口 昌史

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

常任委員会　議会の常設機関として、所管事項の条例・予算等の議案や請願・陳情の審査・調査を行う委員会

防災力・防犯力向上と町内企業の魅力発信について取り組みます

総務建設常任委員会

【所管】
議会だより「おおぐち」の編集
議会報告会開催
その他広聴広報に関する事項

酒井 一平
宮川 基英
飯田 正志
社本 與七
松本 佳子
仙田 王一
藤田 敏英

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

さらに「開かれた議会」を目指します

議会広聴広報常任委員会

議会運営や議長の諮問の協議等を行う 大竹 伸一
松本 佳子
山闢 卓美
佐名 かよ子
社本 與七
江幡 満世志

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員

災害時における議会BCP（事業継続計画）策定に向けて
調査研究をします

議会運営委員会
適切な行政運営が行われているか定期的
に監査します

議会選出監査委員

【所管】
健康福祉部
教育委員会
生涯教育部

山闢 卓美
松本 佳子
佐名 かよ子
社本 與七
江幡 満世志
仙田 王一
藤田 敏英

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

子ども・働く現役世代の負担軽減に繋がる政策について調査研究をしていきます

文教福祉常任委員会

江口 昌史

おおぐち議会だより　No.245
令和7年7月24日発行
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問□
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議案質疑・議案に対する討論 本会議及び総務建設・文教福祉
各常任委員会での内容です

町民のみなさんからの税金が適正に、有効に使われるのかを問いました

加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税

方
式
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
町
の
税
収
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

公
益
信
託
の
制
度
改
革

に
つ
い
て
、
不
動
産
や
美
術

品
も
信
託
財
産
と
し
て
認
め

る
と
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
評

価
判
断
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
の
か
。

今
回
の
改
正
は
、
加
熱

式
た
ば
こ
の
課
税
に
対
す
る

本
数
計
算
が
紙
巻
き
た
ば
こ

に
比
べ
て
税
負
担
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
是
正
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
現
段
階
で
は
試
算
は
出
せ

て
い
な
い
が
、
本
町
の
税
収

と
し
て
は
増
額
に
な
る
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

長
寿
命
化
に
資
す
る
修

繕
工
事
を
行
っ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
が
、
固
定
資
産
税
の
減
額

措
置
を
受
け
ら
れ
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
工
事
内
容

が
対
象
か
。

築
20
年
以
上
を
経
過
し

て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
外

壁
塗
装
、
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど

の
床
防
水
、
屋
上
防
水
の
3

つ
の
工
事
を
一
体
的
に
行
っ

た
場
合
、
1
年
間
に
限
り
固

定
資
産
税
の
3
分
の
1
が
減

額
さ
れ
る
。

余
野
1
号
緑
地
が
廃
止

に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
ま
た
、
駐
車
場
と
し
て
転

用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
駐
車
台
数
・
利
用
形
態
・

安
全
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。同

地
は
以
前
よ
り
、
駐

車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

た
が
、
未
舗
装
だ
っ
た
た
め

水
た
ま
り
も
多
く
、
長
年
地

元
よ
り
舗
装
の
要
望
を
受
け

て
き
た
。
今
回
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
緑
地
の
定
義
か
ら
は
外

れ
る
こ
と
と
な
り
、
廃
止
に

至
っ
た
。

　
駐
車
台
数
は
16
台
で
、
余

野
4
号
公
園
と
余
野
学
共
の

駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
安
全
対
策
と
し
て
、

17
時
以
降
は
チ
ェ
ー
ン
施
錠

を
す
る
こ
と
で
利
用
者
以
外

の
無
断
駐
車
を
防
ぐ
対
策
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ

ム
改
修
と
、
印
刷
製
本
費
の

内
容
は
。

シ
ス
テ
ム
改
修
は
高
額

療
養
費
（
70
歳
以
上
）
の
低

所
得
Ⅰ
区
分
の
基
準
が
見
直

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
更
と

な
る
。
印
刷
製
本
費
は
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
伴
い
、
宛

名
の
追
加
な
ど
、
新
し
い
帳

票
に
対
応
す
る
改
修
と
な
り
、

9
月
以
降
か
ら
の
使
用
と
な

る
。

大
口
町
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
制
度
の
趣
旨

と
現
行
と
の
違
い
は
。

　
ま
た
、
条
例
に
記
載
さ
れ

た
「
独
自
利
用
事
務
」
の
具

体
的
な
例
は
。

こ
れ
ま
で
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方

（
住
登
外
者
）
に
つ
い
て
も
、

業
務
上
扱
う
必
要
が
あ
り
、

各
シ
ス
テ
ム
上
で
運
用
さ
れ

て
き
た
が
、
シ
ス
テ
ム
標
準

化
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
独
自
利
用
を
行
う
事
務
と

し
て
条
例
改
正
が
必
要
と
な

っ
た
も
の
で
あ
り
、
運
用
自

体
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
。

　
独
自
利
用
事
務
の
一
例
と

し
て
は
、
母
子
・
父
子
医
療

費
に
係
る
受
給
資
格
の
判
断

の
際
に
、
扶
養
者
が
町
外
在

住
の
場
合
に
は
住
登
外
者
と

し
て
記
録
を
し
た
上
で
、
必

要
な
照
会
を
行
う
事
務
な
ど

が
該
当
す
る
。

現
時
点
で
は
施
行
前
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
国
や
県

か
ら
の
評
価
方
法
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
寄
附
金
控
除

の
対
象
と
な
る
以
上
、
施
行

時
ま
で
に
は
示
さ
れ
て
く
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
役
場
南
ひ
ろ
ば
に
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
が
既
に
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
新
た
に
一
基

追
加
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
理
由
は
。

一
基
目
の
カ
メ
ラ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ポ
ー
ル
が
破
損
さ

れ
る
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た

た
め
設
置
し
た
。

　
今
回
の
追
加
に
至
っ
た
理

由
と
し
て
は
、
今
年
4
月
に

施
設
利
用
者
の
持
ち
物
が
盗

難
に
あ
う
と
い
う
事
例
が
発

生
し
、
そ
こ
が
既
存
カ
メ
ラ

の
死
角
で
あ
っ
た
た
め
、
公

園
全
体
を
見
渡
せ
る
よ
う
、

追
加
設
置
の
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
。

下
小
口
本
郷
の
不
燃
物

集
積
場
が
移
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
理
由
は
。

　
ま
た
、
地
元
住
民
の
皆
さ

ん
に
対
す
る
周
知
は
な
さ
れ

て
い
る
か
。

今
ま
で
の
集
積
場
は
民

有
地
で
あ
り
、
地
主
さ
ん
か

ら
返
却
の
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
た
め
、
地
元
の
皆
さ
ん
と

協
議
し
て
移
設
の
運
び
と
な

っ
た
。

　
周
知
に
関
し
て
は
問
題
な

く
出
来
て
い
る
も
の
と
捉
え

て
い
る
。

地
域
介
護
・
福
祉
空
間

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
補
助

活
用
希
望
の
調
査
に
よ
る
対

象
事
業
者
と
、
設
置
設
備
に

対
す
る
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

今
回
は
介
護
施
設
な
ど

の
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
、
対
象
が
小
規
模

事
業
者
と
な
り
、
本
町
で
1

事
業
者
の
み
対
象
と
な
る
。

施
設
に
隣
接
し
た
地
上
に
設

置
で
、
今
回
の
指
導
要
件
の

耐
震
性
の
確
保
を
前
提
に
、

3
社
か
ら
見
積
も
り
を
と
り

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

西
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申

し
込
み
者
が
定
員
よ
り
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
安
全
面
・

機
能
面
に
お
い
て
問
題
点
は

な
い
か
。

登
録
者
が
毎
日
来
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
定
員

1
2
0
人
の
8
割
程
度
と
見

込
ん
で
い
る
。
4
月
の
利
用

状
況
で
は
1
0
0
名
を
超
え

た
の
が
21
日
中
で
7
日
、

1
0
6
名
を
超
え
た
の
が
3

日
、
最
大
で
1
1
2
名
で
あ

っ
た
。
4
月
全
体
の
平
均
で

は
94
名
の
利
用
と
定
員
以
下

と
な
っ
て
お
り
、
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

当
初
予
算
で
計
上
さ
れ

て
い
た
（
仮
称
）「
新
桜
橋
」

の
橋
梁
整
備
事
業
を
一
時
中

断
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
災

害
時
に
鑑
み
て
も
本
町
に
と

っ
て
必
要
な
工
事
で
あ
る
は

ず
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
町
費

で
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

橋
梁
整
備
工
事
に
係
る

国
の
交
付
金
の
内
示
額
が
要

望
額
に
届
か
な
か
っ
た
た
め
、

今
年
度
は
道
路
整
備
事
業
を

進
め
る
形
と
な
っ
た
が
、
来

年
は
橋
梁
整
備
を
優
先
し
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

町
の
支
出
金
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
今
後
も
し
っ

か
り
と
要
望
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員

は
配
置
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
追
加
配
置
へ
の
対

応
は
十
分
で
あ
る
か
。

現
状
、
支
援
員
は
40
名

に
2
名
の
配
置
と
な
っ
て
お

り
基
準
は
満
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
春
休
み
や
夏
休
み

な
ど
利
用
者
が
増
え
る
時
は
、

支
援
員
の
募
集
を
か
け
対
応

し
て
い
る
。
支
援
が
必
要
な

児
童
へ
の
対
応
も
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

日
モ
デ
ル
事
業
」
に
伴
う
人

的
配
置
の
内
容
は
。
ま
た
そ

の
目
的
は
、
教
職
員
の
負
担

軽
減
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
ど
の

よ
う
な
業
務
を
担
う
の
か
。

大
口
中
学
校
、
北
小
学

校
、
南
小
学
校
に
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
、
非
常
勤

講
師
を
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ

の
配
置
を
予
定
し
て
い
る
。

今
回
の
モ
デ
ル
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
任
用
と
な

る
。

　
県
か
ら
の
委
託
金
に
よ
り
、

会
計
年
度
任
用
職
員
を
配
置

し
て
、
週
18
時
間
の
勤
務
で

授
業
を
担
当
し
た
り
、
成
績

処
理
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
年
間
で
6
3
0
時

間
分
の
教
職
員
の
負
担
軽
減

を
見
込
ん
で
い
る
。

条
例
改
正
・
補
正
予
算

条例改正による暮らしへの影響は

快適で安全なまちづくりのために

子どもたちへの学習支援は
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た
ば
こ

に
比
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て
税
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担
率
が
低
く

な
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る
こ
と
を
是
正
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る
た
め
の
も
の
で
あ
る
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現
段
階
で
は
試
算
は
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せ

て
い
な
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が
、
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の
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は
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に
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と
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の
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を
受
け
ら
れ
る
と
あ
る

が
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ど
の
よ
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な
工
事
内
容

が
対
象
か
。
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以
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を
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過
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る
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で
、
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塗
装
、
バ
ル
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な
ど

の
床
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、
屋
上
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水
の
3

つ
の
工
事
を
一
体
的
に
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た
場
合
、
1
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間
に
限
り
固

定
資
産
税
の
3
分
の
1
が
減
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さ
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。
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野
1
号
緑
地
が
廃
止

に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
ま
た
、
駐
車
場
と
し
て
転

用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
駐
車
台
数
・
利
用
形
態
・

安
全
管
理
は
ど
う
な
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て
い

る
か
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は
以
前
よ
り
、
駐

車
場
と
し
て
利
用
さ
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て
き
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が
、
未
舗
装
だ
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た
た
め

水
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ま
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も
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く
、
長
年
地

元
よ
り
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の
要
望
を
受
け

て
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た
。
今
回
ア
ス
フ
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ト
舗
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を
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た
こ
と
に
よ

り
、
緑
地
の
定
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ら
は
外
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る
こ
と
と
な
り
、
廃
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に
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車
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数
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共
の
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た
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こ
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無
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う
予
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で
あ
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民
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保
険
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ム
改
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と
、
印
刷
製
本
費
の

内
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は
。

シ
ス
テ
ム
改
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は
高
額

療
養
費
（
70
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以
上
）
の
低

所
得
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区
分
の
基
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が
見
直
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た
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に
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更
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、
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改

正
に
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て
、
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と
の
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は
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ま
た
、
条
例
に
記
載
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た
「
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利
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」
の
具
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的
な
例
は
。
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ま
で
住
民
基
本
台
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に
記
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さ
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て
い
な
い
方

（
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登
外
者
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に
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も
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業
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扱
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必
要
が
あ
り
、

各
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で
運
用
さ
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て
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た
が
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標
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化
に
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、
マ
イ
ナ
ン
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ー

の
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利
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を
行
う
事
務
と

し
て
条
例
改
正
が
必
要
と
な

っ
た
も
の
で
あ
り
、
運
用
自

体
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
。

　
独
自
利
用
事
務
の
一
例
と

し
て
は
、
母
子
・
父
子
医
療

費
に
係
る
受
給
資
格
の
判
断

の
際
に
、
扶
養
者
が
町
外
在

住
の
場
合
に
は
住
登
外
者
と

し
て
記
録
を
し
た
上
で
、
必

要
な
照
会
を
行
う
事
務
な
ど

が
該
当
す
る
。

現
時
点
で
は
施
行
前
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
国
や
県

か
ら
の
評
価
方
法
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
寄
附
金
控
除

の
対
象
と
な
る
以
上
、
施
行

時
ま
で
に
は
示
さ
れ
て
く
る

も
の
と
考
え
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い
る
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役
場
南
ひ
ろ
ば
に
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
が
既
に
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
新
た
に
一
基

追
加
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
理
由
は
。

一
基
目
の
カ
メ
ラ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ポ
ー
ル
が
破
損
さ

れ
る
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た

た
め
設
置
し
た
。

　
今
回
の
追
加
に
至
っ
た
理

由
と
し
て
は
、
今
年
4
月
に

施
設
利
用
者
の
持
ち
物
が
盗

難
に
あ
う
と
い
う
事
例
が
発

生
し
、
そ
こ
が
既
存
カ
メ
ラ

の
死
角
で
あ
っ
た
た
め
、
公

園
全
体
を
見
渡
せ
る
よ
う
、

追
加
設
置
の
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
。

下
小
口
本
郷
の
不
燃
物

集
積
場
が
移
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
理
由
は
。

　
ま
た
、
地
元
住
民
の
皆
さ

ん
に
対
す
る
周
知
は
な
さ
れ

て
い
る
か
。

今
ま
で
の
集
積
場
は
民

有
地
で
あ
り
、
地
主
さ
ん
か

ら
返
却
の
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
た
め
、
地
元
の
皆
さ
ん
と

協
議
し
て
移
設
の
運
び
と
な

っ
た
。

　
周
知
に
関
し
て
は
問
題
な

く
出
来
て
い
る
も
の
と
捉
え

て
い
る
。

地
域
介
護
・
福
祉
空
間

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
補
助

活
用
希
望
の
調
査
に
よ
る
対

象
事
業
者
と
、
設
置
設
備
に

対
す
る
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

今
回
は
介
護
施
設
な
ど

の
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
、
対
象
が
小
規
模

事
業
者
と
な
り
、
本
町
で
1

事
業
者
の
み
対
象
と
な
る
。

施
設
に
隣
接
し
た
地
上
に
設

置
で
、
今
回
の
指
導
要
件
の

耐
震
性
の
確
保
を
前
提
に
、

3
社
か
ら
見
積
も
り
を
と
り

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

西
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申

し
込
み
者
が
定
員
よ
り
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
安
全
面
・

機
能
面
に
お
い
て
問
題
点
は

な
い
か
。

登
録
者
が
毎
日
来
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
定
員

1
2
0
人
の
8
割
程
度
と
見

込
ん
で
い
る
。
4
月
の
利
用

状
況
で
は
1
0
0
名
を
超
え

た
の
が
21
日
中
で
7
日
、

1
0
6
名
を
超
え
た
の
が
3

日
、
最
大
で
1
1
2
名
で
あ

っ
た
。
4
月
全
体
の
平
均
で

は
94
名
の
利
用
と
定
員
以
下

と
な
っ
て
お
り
、
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

当
初
予
算
で
計
上
さ
れ

て
い
た
（
仮
称
）「
新
桜
橋
」

の
橋
梁
整
備
事
業
を
一
時
中

断
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
災

害
時
に
鑑
み
て
も
本
町
に
と

っ
て
必
要
な
工
事
で
あ
る
は

ず
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
町
費

で
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

橋
梁
整
備
工
事
に
係
る

国
の
交
付
金
の
内
示
額
が
要

望
額
に
届
か
な
か
っ
た
た
め
、

今
年
度
は
道
路
整
備
事
業
を

進
め
る
形
と
な
っ
た
が
、
来

年
は
橋
梁
整
備
を
優
先
し
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

町
の
支
出
金
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
今
後
も
し
っ

か
り
と
要
望
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員

は
配
置
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
追
加
配
置
へ
の
対

応
は
十
分
で
あ
る
か
。

現
状
、
支
援
員
は
40
名

に
2
名
の
配
置
と
な
っ
て
お

り
基
準
は
満
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
春
休
み
や
夏
休
み

な
ど
利
用
者
が
増
え
る
時
は
、

支
援
員
の
募
集
を
か
け
対
応

し
て
い
る
。
支
援
が
必
要
な

児
童
へ
の
対
応
も
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

日
モ
デ
ル
事
業
」
に
伴
う
人

的
配
置
の
内
容
は
。
ま
た
そ

の
目
的
は
、
教
職
員
の
負
担

軽
減
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
ど
の

よ
う
な
業
務
を
担
う
の
か
。

大
口
中
学
校
、
北
小
学

校
、
南
小
学
校
に
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
、
非
常
勤

講
師
を
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ

の
配
置
を
予
定
し
て
い
る
。

今
回
の
モ
デ
ル
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
任
用
と
な

る
。

　
県
か
ら
の
委
託
金
に
よ
り
、

会
計
年
度
任
用
職
員
を
配
置

し
て
、
週
18
時
間
の
勤
務
で

授
業
を
担
当
し
た
り
、
成
績

処
理
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
年
間
で
6
3
0
時

間
分
の
教
職
員
の
負
担
軽
減

を
見
込
ん
で
い
る
。

条
例
改
正
・
補
正
予
算

条例改正による暮らしへの影響は

快適で安全なまちづくりのために

子どもたちへの学習支援は
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〇＝賛成　×＝反対　△＝退席
※議長は採決に加わらないため空欄

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和7年度大口町一般会計補正予算（第2号）

財産の取得について

大口町議員等の旅費に関する条例の一部改正につい
て

大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正について

大口町特別職の職員で非常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部改正について

大口町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する一部改正について

大口町国民健康保険税条例の一部改正について

山
坡
　
卓
美

佐
名
か
よ
子

酒
井
　
一
平

宮
川
　
基
英

飯
田
　
正
志

社
本
　
與
七

松
本
　
佳
子

江
幡
満
世
志

丹
羽
　
　
勉

仙
田
　
王
一

藤
田
　
敏
英

鈴
木
　
和
江

江
口
　
昌
史

大
竹
　
伸
一

齊
木
　
一
三議案等

氏　名

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

結　果

主な執行部提出議案

主な委員会及び議員提出議案

5月臨時会
6月定例会
6月臨時会 議案などの 審 議 結 果 はこちら

○全会一致で可決・採決した議案など

議案の提出
議案には、町長が提出するものと、議員が提出するもの、委員会が提出するものがあります。
提出された議案は、本会議で内容や提案した理由について提出者から説明されます。
※【意見書とは】地方公共団体の公益に関して、議会の意思を意見としてまとめた文書のことです。

議員提出議案第1号
地方財政の拡充を求める意見書

【意見書要約】
昨今の自然災害や、コロナなどのパンデミックを経て、自治体・公務公共サービスの重要性が浮き彫りになった。
一方で長期にわたってのコスト削減ばかりが先行し、業務量に見合わない人員確保が続き、多くの離職も同時に
進んでいる現状の中で抜本的な体制拡充と地方財政拡充が求められる。この問題は地方だけで解
決することは難しいため、公務員の拡充や地方自治体が基金を積み立てている事を理由とした地
方財政の削減を行わない事など、地方に負担を強いるのではなく、国の責任をもって不交付団体
も含めたすべての地方自治体に必要な財源を保障することを求める。

本議員提出議案は、議員全員の賛成をもって可決し、国に対し閉会日6月19日をもって提出しました。

5月臨時会…令和7年度一般会計補正予算（1件）、人事案件（1件）、委員会提出議案（1件）

6月定例会…財産の取得（1件）、令和7年度一般会計補正予算（3件）、条例改正（9件）、工事請負契約（1件）
令和7年大口町国民健康保険特別会計補正予算（1件）、報告（1件）、議員提出議案（1件）

6月臨時会…契約（1件）、人事案件（1件）

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

☆
請
願
・
陳
情
　

提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は
締

切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出

期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役
場
3

階
議
会
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は不要

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は
　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。

みなさんからの請願・陳情は、本会議提出後、審査するため所管の委員会に付託・送
付したのち、請願は本会議で審議を、陳情は委員会協議会で審査をし、採決します。

①

②

③

④

⑤

採 択

趣旨採択

不 採 択

継続審査

聞き置く

…

…

…

…

…

願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断
したもの

願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には至らない
ものの趣旨には賛同できること

願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの

引き続き審査をする必要があると判断されるもの

聞いて心にとめるもの

説明します

結
　
果

●請 願　今回、提出はありませんでした。

▲詳しくはこちら

号 内　　容

3

4

5

6

7

8

9

最低賃金の全国一律化と大幅引き上げ、中小企業支援の拡充と
公正取引を求める意見書の提出を求める陳情

公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の
制定を求める意見書の提出を求める陳情

住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求め
る意見書の提出を求める陳情

地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

保育所職員の人材定着・確保のため保育士配置基準と公定価格
を抜本的に改善し、離職しない保育職場の実現を求める意見書の
提出を求める陳情

介護・障害福祉職場の1人夜勤をなくし、複数配置を基準とするこ
とを求める意見書の提出を求める陳情

国の責任で教職員の未配置問題の改善を求める意見書の提出を
求める陳情

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

審査結果

不採択

聞き置く

聞き置く

採択

聞き置く

聞き置く

聞き置く

提出者

上程する定例会 提出期限

令和7年

〃

令和8年

令和8年

8月15日

11月14日

2月13日

5月15日

9月定例会

12月定例会

3月定例会

6月定例会
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一方で長期にわたってのコスト削減ばかりが先行し、業務量に見合わない人員確保が続き、多くの離職も同時に
進んでいる現状の中で抜本的な体制拡充と地方財政拡充が求められる。この問題は地方だけで解
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も含めたすべての地方自治体に必要な財源を保障することを求める。
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6月臨時会…契約（1件）、人事案件（1件）

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

☆
請
願
・
陳
情
　

提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は
締

切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出

期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役
場
3

階
議
会
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は不要

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は
　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。

みなさんからの請願・陳情は、本会議提出後、審査するため所管の委員会に付託・送
付したのち、請願は本会議で審議を、陳情は委員会協議会で審査をし、採決します。

①

②

③

④

⑤

採 択

趣旨採択

不 採 択

継続審査

聞き置く

…

…

…

…

…

願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断
したもの

願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には至らない
ものの趣旨には賛同できること

願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの

引き続き審査をする必要があると判断されるもの

聞いて心にとめるもの

説明します

結
　
果

●請 願　今回、提出はありませんでした。

▲詳しくはこちら

号 内　　容

3

4

5

6

7

8

9

最低賃金の全国一律化と大幅引き上げ、中小企業支援の拡充と
公正取引を求める意見書の提出を求める陳情

公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の
制定を求める意見書の提出を求める陳情

住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求め
る意見書の提出を求める陳情

地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

保育所職員の人材定着・確保のため保育士配置基準と公定価格
を抜本的に改善し、離職しない保育職場の実現を求める意見書の
提出を求める陳情

介護・障害福祉職場の1人夜勤をなくし、複数配置を基準とするこ
とを求める意見書の提出を求める陳情

国の責任で教職員の未配置問題の改善を求める意見書の提出を
求める陳情

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

春の自治体キャラバン
実行委員会
代表　西尾美沙子

審査結果

不採択

聞き置く

聞き置く

採択

聞き置く

聞き置く

聞き置く

提出者

上程する定例会 提出期限

令和7年

〃

令和8年

令和8年

8月15日

11月14日

2月13日

5月15日

9月定例会

12月定例会

3月定例会

6月定例会
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酒
井

酒
井

仙
田

仙
田

仙
田

仙
田

鈴
木

鈴
木

鈴
木

酒
井

酒
井

一
般
質
問 10議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

一
般
質
問

一
般
質
問

酒井一平
さか い いっぺい

議員

生
き
残
る
自
治
体
、何
を
す
べ
き
か

何
が
必
要
、何
を
す
る
の
か

何
が
必
要
、何
を
す
る
の
か

町
長 

全
て
の
方
が
誇
り
に
思
え
る
必
要
が
あ
る

町
長 

全
て
の
方
が
誇
り
に
思
え
る
必
要
が
あ
る

日
本
全
体
を
取
り

巻
く
人
口
減
少
問
題
、
そ
の

見
通
し
は
。

総
務
部
長
　
今
後
の
見
通
し

の
傾
向
と
し
て
は
人
口
減
少

に
転
じ
、
他
自
治
体
と
同
様

に
少
子
高
齢
化
の
傾
向
が
加

速
す
る
と
考
え
て
い
る
。

生
き
残
る
自
治
体

と
し
て
、
何
が
必
要
で
、
何

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。

町

長
　
こ
れ
ま
で
の
本
町

は
、
先
人
の
お
か
げ
で
恵
ま

れ
た
町
で
あ
っ
た
。
町
長
就

任
の
際
、
50
年
先
を
見
据
え

た
町
づ
く
り
を
す
る
た
め
ま

ず
企
業
誘
致
を
行
い
、
そ
の

成
果
が
税
収
と
し
て
表
れ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

増
加
し
た
税
収
を
ど
の
よ
う

な
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
投
資

し
て
い
く
の
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
生
き
残
る

自
治
体
と
し
て
、
本
町
に
ま

ず
も
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、

こ
こ
で
働
く
職
員
、
す
べ
て

の
方
が
大
口
町
と
い
う
町
を

誇
り
に
思
え
る
、
そ
ん
な
街

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
は

仙田王一
せん だ きみかず

議員

今
回
の
運
行
改
定
、そ
の
理
由
は

今
回
の
運
行
改
定
、そ
の
理
由
は

部
長 

運
転
手
不
足
の
露
呈
と
交
通
渋
滞

部
長 

運
転
手
不
足
の
露
呈
と
交
通
渋
滞

4
月
1
日
か
ら
運

行
改
定
に
至
っ
た
経
緯
と
将

来
想
定
さ
れ
る
本
事
業
に
お

け
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
。

地
域
協
働
部
長
　
2
0
2
4

年
問
題
に
よ
る
バ
ス
運
転
手

不
足
が
露
呈
、
ま
た
慢
性
的

な
道
路
渋
滞
、
そ
れ
ら
の
問

題
点
に
よ
る
運
行
支
障
へ
の

対
応
で
減
便
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
昨
今
の
物

価
高
騰
に
よ
る
右
肩
上
が
り

の
運
行
経
費
も
課
題
で
あ
る
。

問
題
点
へ
の
対
応

な
ど
、
こ
の
事
業
は
ど
の
よ

う
な
方
向
性
か
。

地
域
協
働
部
長
　
「
地
域
公

共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
、

新
た
な
交
通
網
の
編
成
に
繋

げ
、
現
状
の
把
握
並
び
に
公

共
交
通
に
お
け
る
各
種
ニ
ー

ズ
の
把
握
な
ど
の
課
題
の
整

理
を
行
う
。ニ

ー
ズ
の
把
握
、

課
題
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　
多
く
の
方

が
「
こ
こ
へ
行
き
た
い
」
と

希
望
し
た
場
所
へ
、「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
行
く
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
か
」「
行

く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
そ
こ
へ
延
伸
す

る
こ
と
は
可
能
な
の
か
」「
延

伸
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
他

の
交
通
形
態
の
採
用
で
可
能

に
な
る
の
か
」
な
ど
、
財
源

問
題
や
運
転
手
の
減
少
の
限

ら
れ
た
中
で
課
題
を
整
理
し

て
い
き
た
い
。

保
育
園
の
現
状
は

新
し
い
幼
児
教
育
へ
の
方
向
転
換
は

新
し
い
幼
児
教
育
へ
の
方
向
転
換
は

参
事 

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

参
事 

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

鈴木和江
すず き かず え

議員

現
在
保
育
園
の
デ

ジ
タ
ル
導
入
後
の
効
果
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
部
参
事
　
登
降
園

管
理
・
園
だ
よ
り
や
行
事
の

お
知
ら
せ
配
信
を
行
っ
て
い

る
。
端
末
配
信
に
慣
れ
て
い

る
若
い
保
護
者
が
多
い
た
め
、

紙
で
の
お
知
ら
せ
よ
り
も
周

知
で
き
て
い
る
。
保
護
者
か

ら
の
欠
席
連
絡
に
電
話
を
使

用
す
る
回
数
が
激
減
し
た
の

で
、
保
育
士
も
保
護
者
と
園

児
の
情
報
共
有
の
時
間
が
持

て
る
等
の
成
果
が
出
て
い
る
。

近
隣
の
2
つ
の
市

が
近
年
の
保
育
所
保
育
指
針

に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち

の
主
体
性
・
多
様
性
に
重
き

を
置
い
た
「
新
し
い
幼
児
教

育
」
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本

町
の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
参
事
　
発
表
会

な
ど
は
、
年
長
児
は
発
表
の

演
目
を
選
ぶ
こ
と
も
話
し
合

い
の
中
で
決
め
、
小
道
具
の

作
成
や
役
割
も
自
分
た
ち
で

決
め
て
い
る
。
年
中
・
年
少

児
も
生
活
の
延
長
で
発
表
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

運
動
会
も
自
主
的
に
楽
し
め

る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
が
主

体
と
な
り
、
笑
顔
で
園
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
保
育

に
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

く
。

保
育
園
の
不
審
者

対
策
・
災
害
対
策
は
、
年
間

何
回
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
参
事
　
不
審
者

対
応
訓
練
は
年
6
回
、
奇
数

月
に
行
い
専
門
職
の
方
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
安
全
対
策

に
努
め
て
い
る
。
災
害
対
策

は
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
基
本
に
対
応
し
て
い
る
。

地
震
火
災
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
は
、
毎
月
1
回
と
防
災

訓
練
を
年
1
回
実
施
。
避
難

経
路
の
安
全
確
認
を
行
い
、

園
児
の
避
難
誘
導
を
し
て
い

る
。
災
害
備
蓄
食
を
備
蓄
し
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
も
し
て
い

る
。
年
2
回
の
全
園
児
引
き

取
り
訓
練
を
行
い
、
待
機
方

法
等
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
。

大
口
町
が
で
き
る

解
決
策
案
は
あ
る
か
。

総
務
部
長
　
引
き
続
き
こ
ど

も
子
育
て
の
施
策
に
力
を
入

れ
て
い
き
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
資
す
る
施
策
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え

て
い
る
。

地
方
行
政
が
財
政

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
ポ
イ
ン
ト
の
仕
組
み
を

使
っ
て
関
係
人
口
を
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
、
独
自
に

財
政
が
回
る
仕
組
み
を
進
め

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
い

か
が
か
。

総
務
部
長
　
新
し
い
手
法
と

し
て
、
地
域
ポ
イ
ン
ト
が
効

果
あ
る
も
の
と
し
て
一
定
の

評
価
が
あ
る
の
は
理
解
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
自

治
体
で
効
果
が
あ
っ
た
と
は

い
え
、
そ
の
ま
ま
模
倣
す
る

だ
け
で
は
、
好
ま
し
い
結
果

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

今
後
財
政
運
営
に
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

R7.06定例会一般質問（酒井議員）

YouTube
動画

ページ質問事項

8

9

10

11

12

13

1.日本全国の共通課題に対し大口町の対策は
2.地方経済の活性化、また大口町のファンを増やす政策について
3.生き残る自治体として何が必要なのか
1.第8次総合計画と関連する計画について
2.コミュニティバス事業について
1.保育園の現状について
1.歳入の拡充による財源確保を
1.熱中症対策の継続的な推進について
2.AED収納箱への三角巾の配備について
3.大口町保護者負担経費検討懇談会の再構築と今後の取組について
1.「（仮称）大口町こども条例」の制定とその先にあるものは
1.町道高橋替地線について
2.大口にぎわい横丁の来客数と開催日について
1.「地域丸ごと防災」実現に向けて 2.小口城址公園今後の維持管理は
1.避難所の体制整備を 2.タクシー助成券
3.物価高騰対策を 4.田をこれ以上減らすな
1.公園・道路等の樹木管理について
2.カスタマーハラスメントについて
3.自衛隊機の事故について

酒井　一平　

仙田　王一　

鈴木　和江　
社本　與七　

佐名　かよ子

松本　佳子　

飯田　正志　

宮川　基英　

江幡　満世志

丹羽　勉　　

議員名（通告順）

R7.06定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

地
域
公
共
交
通
計

画
作
成
に
あ
た
っ
て
、
近
隣

市
町
と
の
連
携
、
ま
た
県
と

共
同
し
て
計
画
に
取
り
組
む

こ
と
は
。

地
域
協
働
部
長
　
近
隣
市
町

と
の
連
携
は
、
計
画
策
定
に

お
い
て
非
常
に
重
要
と
認
識
。

住
民
の
生
活
圏
と
い
う
点
で

考
え
る
と
、
町
外
の
近
隣
市

町
に
出
か
け
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
逆
に
近
隣
市
町
の
住

民
が
、
町
内
の
施
設
へ
来
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
県
の
定
め
る
公
共

交
通
計
画
と
の
整
合
性
を
図

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
計
画
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

R7.06定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画
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酒
井

酒
井

仙
田

仙
田

仙
田

仙
田

鈴
木

鈴
木

鈴
木

酒
井

酒
井

一
般
質
問 10議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

一
般
質
問

一
般
質
問

酒井一平
さか い いっぺい

議員

生
き
残
る
自
治
体
、何
を
す
べ
き
か

何
が
必
要
、何
を
す
る
の
か

何
が
必
要
、何
を
す
る
の
か

町
長 

全
て
の
方
が
誇
り
に
思
え
る
必
要
が
あ
る

町
長 

全
て
の
方
が
誇
り
に
思
え
る
必
要
が
あ
る

日
本
全
体
を
取
り

巻
く
人
口
減
少
問
題
、
そ
の

見
通
し
は
。

総
務
部
長
　
今
後
の
見
通
し

の
傾
向
と
し
て
は
人
口
減
少

に
転
じ
、
他
自
治
体
と
同
様

に
少
子
高
齢
化
の
傾
向
が
加

速
す
る
と
考
え
て
い
る
。

生
き
残
る
自
治
体

と
し
て
、
何
が
必
要
で
、
何

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。

町

長
　
こ
れ
ま
で
の
本
町

は
、
先
人
の
お
か
げ
で
恵
ま

れ
た
町
で
あ
っ
た
。
町
長
就

任
の
際
、
50
年
先
を
見
据
え

た
町
づ
く
り
を
す
る
た
め
ま

ず
企
業
誘
致
を
行
い
、
そ
の

成
果
が
税
収
と
し
て
表
れ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

増
加
し
た
税
収
を
ど
の
よ
う

な
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
投
資

し
て
い
く
の
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
生
き
残
る

自
治
体
と
し
て
、
本
町
に
ま

ず
も
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、

こ
こ
で
働
く
職
員
、
す
べ
て

の
方
が
大
口
町
と
い
う
町
を

誇
り
に
思
え
る
、
そ
ん
な
街

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
は

仙田王一
せん だ きみかず

議員

今
回
の
運
行
改
定
、そ
の
理
由
は

今
回
の
運
行
改
定
、そ
の
理
由
は

部
長 

運
転
手
不
足
の
露
呈
と
交
通
渋
滞

部
長 

運
転
手
不
足
の
露
呈
と
交
通
渋
滞

4
月
1
日
か
ら
運

行
改
定
に
至
っ
た
経
緯
と
将

来
想
定
さ
れ
る
本
事
業
に
お

け
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
。

地
域
協
働
部
長
　
2
0
2
4

年
問
題
に
よ
る
バ
ス
運
転
手

不
足
が
露
呈
、
ま
た
慢
性
的

な
道
路
渋
滞
、
そ
れ
ら
の
問

題
点
に
よ
る
運
行
支
障
へ
の

対
応
で
減
便
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
昨
今
の
物

価
高
騰
に
よ
る
右
肩
上
が
り

の
運
行
経
費
も
課
題
で
あ
る
。

問
題
点
へ
の
対
応

な
ど
、
こ
の
事
業
は
ど
の
よ

う
な
方
向
性
か
。

地
域
協
働
部
長
　
「
地
域
公

共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
、

新
た
な
交
通
網
の
編
成
に
繋

げ
、
現
状
の
把
握
並
び
に
公

共
交
通
に
お
け
る
各
種
ニ
ー

ズ
の
把
握
な
ど
の
課
題
の
整

理
を
行
う
。ニ

ー
ズ
の
把
握
、

課
題
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　
多
く
の
方

が
「
こ
こ
へ
行
き
た
い
」
と

希
望
し
た
場
所
へ
、「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
行
く
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
か
」「
行

く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
そ
こ
へ
延
伸
す

る
こ
と
は
可
能
な
の
か
」「
延

伸
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
他

の
交
通
形
態
の
採
用
で
可
能

に
な
る
の
か
」
な
ど
、
財
源

問
題
や
運
転
手
の
減
少
の
限

ら
れ
た
中
で
課
題
を
整
理
し

て
い
き
た
い
。

保
育
園
の
現
状
は

新
し
い
幼
児
教
育
へ
の
方
向
転
換
は

新
し
い
幼
児
教
育
へ
の
方
向
転
換
は

参
事 

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

参
事 

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

鈴木和江
すず き かず え

議員

現
在
保
育
園
の
デ

ジ
タ
ル
導
入
後
の
効
果
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
部
参
事
　
登
降
園

管
理
・
園
だ
よ
り
や
行
事
の

お
知
ら
せ
配
信
を
行
っ
て
い

る
。
端
末
配
信
に
慣
れ
て
い

る
若
い
保
護
者
が
多
い
た
め
、

紙
で
の
お
知
ら
せ
よ
り
も
周

知
で
き
て
い
る
。
保
護
者
か

ら
の
欠
席
連
絡
に
電
話
を
使

用
す
る
回
数
が
激
減
し
た
の

で
、
保
育
士
も
保
護
者
と
園

児
の
情
報
共
有
の
時
間
が
持

て
る
等
の
成
果
が
出
て
い
る
。

近
隣
の
2
つ
の
市

が
近
年
の
保
育
所
保
育
指
針

に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち

の
主
体
性
・
多
様
性
に
重
き

を
置
い
た
「
新
し
い
幼
児
教

育
」
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本

町
の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
参
事
　
発
表
会

な
ど
は
、
年
長
児
は
発
表
の

演
目
を
選
ぶ
こ
と
も
話
し
合

い
の
中
で
決
め
、
小
道
具
の

作
成
や
役
割
も
自
分
た
ち
で

決
め
て
い
る
。
年
中
・
年
少

児
も
生
活
の
延
長
で
発
表
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

運
動
会
も
自
主
的
に
楽
し
め

る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
が
主

体
と
な
り
、
笑
顔
で
園
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
保
育

に
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

く
。

保
育
園
の
不
審
者

対
策
・
災
害
対
策
は
、
年
間

何
回
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
参
事
　
不
審
者

対
応
訓
練
は
年
6
回
、
奇
数

月
に
行
い
専
門
職
の
方
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
安
全
対
策

に
努
め
て
い
る
。
災
害
対
策

は
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
基
本
に
対
応
し
て
い
る
。

地
震
火
災
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
は
、
毎
月
1
回
と
防
災

訓
練
を
年
1
回
実
施
。
避
難

経
路
の
安
全
確
認
を
行
い
、

園
児
の
避
難
誘
導
を
し
て
い

る
。
災
害
備
蓄
食
を
備
蓄
し
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
も
し
て
い

る
。
年
2
回
の
全
園
児
引
き

取
り
訓
練
を
行
い
、
待
機
方

法
等
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
。

大
口
町
が
で
き
る

解
決
策
案
は
あ
る
か
。

総
務
部
長
　
引
き
続
き
こ
ど

も
子
育
て
の
施
策
に
力
を
入

れ
て
い
き
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
資
す
る
施
策
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え

て
い
る
。

地
方
行
政
が
財
政

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
ポ
イ
ン
ト
の
仕
組
み
を

使
っ
て
関
係
人
口
を
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
、
独
自
に

財
政
が
回
る
仕
組
み
を
進
め

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
い

か
が
か
。

総
務
部
長
　
新
し
い
手
法
と

し
て
、
地
域
ポ
イ
ン
ト
が
効

果
あ
る
も
の
と
し
て
一
定
の

評
価
が
あ
る
の
は
理
解
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
自

治
体
で
効
果
が
あ
っ
た
と
は

い
え
、
そ
の
ま
ま
模
倣
す
る

だ
け
で
は
、
好
ま
し
い
結
果

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

今
後
財
政
運
営
に
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

R7.06定例会一般質問（酒井議員）

YouTube
動画

ページ質問事項

8

9

10

11

12

13

1.日本全国の共通課題に対し大口町の対策は
2.地方経済の活性化、また大口町のファンを増やす政策について
3.生き残る自治体として何が必要なのか
1.第8次総合計画と関連する計画について
2.コミュニティバス事業について
1.保育園の現状について
1.歳入の拡充による財源確保を
1.熱中症対策の継続的な推進について
2.AED収納箱への三角巾の配備について
3.大口町保護者負担経費検討懇談会の再構築と今後の取組について
1.「（仮称）大口町こども条例」の制定とその先にあるものは
1.町道高橋替地線について
2.大口にぎわい横丁の来客数と開催日について
1.「地域丸ごと防災」実現に向けて 2.小口城址公園今後の維持管理は
1.避難所の体制整備を 2.タクシー助成券
3.物価高騰対策を 4.田をこれ以上減らすな
1.公園・道路等の樹木管理について
2.カスタマーハラスメントについて
3.自衛隊機の事故について

酒井　一平　

仙田　王一　

鈴木　和江　
社本　與七　

佐名　かよ子

松本　佳子　

飯田　正志　

宮川　基英　

江幡　満世志

丹羽　勉　　

議員名（通告順）

R7.06定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

地
域
公
共
交
通
計

画
作
成
に
あ
た
っ
て
、
近
隣

市
町
と
の
連
携
、
ま
た
県
と

共
同
し
て
計
画
に
取
り
組
む

こ
と
は
。

地
域
協
働
部
長
　
近
隣
市
町

と
の
連
携
は
、
計
画
策
定
に

お
い
て
非
常
に
重
要
と
認
識
。

住
民
の
生
活
圏
と
い
う
点
で

考
え
る
と
、
町
外
の
近
隣
市

町
に
出
か
け
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
逆
に
近
隣
市
町
の
住

民
が
、
町
内
の
施
設
へ
来
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
県
の
定
め
る
公
共

交
通
計
画
と
の
整
合
性
を
図

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
計
画
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

R7.06定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画

おおぐち議会だより　No.245
令和7年7月24日発行

おおぐち議会だより　No.245
令和7年7月24日発行
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佐
名

佐
名

佐
名

社
本

社
本

社
本

飯
田

松
本

松
本

松
本

松
本

保
護
者
の
負
担
軽
減

懇
談
会
再
構
築
を
問
う

懇
談
会
再
構
築
を
問
う

部
長
 
再
構
築
含
め
前
向
き
に
検
討

部
長
 
再
構
築
含
め
前
向
き
に
検
討

佐名かよ子
さ な こ

議員

設
置
目
的
が
明
確

で
あ
り
、「
大
口
町
保
護
者

負
担
経
費
検
討
懇
談
会
」
が
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
令
和

5
年
度
末
ま
で
に
一
定
の
成

果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、

懇
談
会
が
予
定
通
り
進
ま
ず

活
動
が
長
期
間
止
ま
っ
て
い

た
理
由
は
。

生
涯
教
育
部
長
　
資
料
整
理

や
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
に
手
間

取
り
、
さ
ら
に
委
員
の
交
代

が
重
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

検
討
が
進
ま
ず
、
と
ん
挫
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を

反
省
し
、
委
員
構
成
や
運
営

体
制
を
見
直
し
て
、
再
始
動

す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
6
年
7
月
に

再
検
討
さ
れ
た
懇
談
会
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
活
動
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

生
涯
教
育
部
長
　
校
長
会
長

や
部
長
な
ど
、
一
定
の
決
定

権
を
持
つ
立
場
の
役
職
者
を

委
員
か
ら
外
し
、
委
員
間
で

よ
り
率
直
な
意
見
交
換
が
可

能
と
な
り
、
よ
り
第
三
者
的

な
視
点
の
提
言
の
と
り
ま
と

め
が
期
待
で
き
る
体
制
に
変

更
し
た
。
活
動
は
年
度
ご
と

に
区
切
り
、
未
了
事
項
に
つ

い
て
は
、
委
員
を
改
選
し
な

が
ら
、
数
年
か
け
て
継
続
し

て
検
討
し
て
い
く
。

給
食
費
の
無
償
化

に
続
き
、
今
後
、
町
が
重
点

的
に
進
め
る
保
護
者
負
担
軽

減
策
の
方
向
性
は
。

生
涯
教
育
部
長
　
令
和
6
年

度
か
ら
用
紙
や
印
刷
機
の
消

耗
品
費
を
公
費
で
負
担
し
、

7
年
度
か
ら
は
中
学
校
の
部

活
動
入
部
時
の
一
時
費
用
を

就
学
援
助
項
目
に
追
加
、
消

耗
品
費
も
僅
か
だ
が
増
額
し

た
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が

学
校
へ
通
い
学
ぶ
中
で
真
に

必
要
と
な
る
費
用
の
把
握
と
、

負
担
の
あ
り
方
を
皆
で
共
有

し
な
が
ら
、
制
服
の
あ
り
方

や
体
操
服
活
用
の
見
直
し
も

含
め
、
段
階
的
に
提
言
の
反

映
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

歳
入
の
拡
充
に
よ
る
財
源
確
保
を

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
推
進
を

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
推
進
を

部
長 
現
行
の
制
度
で
対
応
す
る

部
長 
現
行
の
制
度
で
対
応
す
る

社本與七
しゃ もと よ ひち

議員

維
持
管
理
料
に
充

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
園

を
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対

象
と
し
て
い
る
自
治
体
が
多

く
あ
る
。

　
本
町
も
歳
入
拡
充
の
一
環

で
「
公
園
」
を
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
対
象
に
す
る
お
考

え
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
公
園
施
設
を
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
象
と

す
る
発
想
は
な
か
っ
た
。
所

管
の
維
持
管
理
課
と
も
相
談

し
な
が
ら
、
今
後
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

自
治
体
に
は
、「
市

道
」
や
「
バ
ス
停
留
所
」
、

大
学
で
は
「
教
室
」
を
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
象
と
し

収
入
を
得
て
い
る
例
が
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
人
気
の
施

設
（
貸
室
）
で
あ
る
大
口
町

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
1
階
多

目
的
室
や
4
階
ほ
ほ
え
み
ホ

ー
ル
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
対
象
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

総
務
部
長
　
貸
室
を
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
象
と
す
る

こ
と
は
、
今
後
調
査
研
究
を

重
ね
、
施
設
の
指
定
管
理
者

と
も
調
整
し
て
い
き
た
い
。

1
つ
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
対
象
施
設
等
に
複

数
の
企
業
に
参
加
し
て
も
ら

う
「
共
同
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
」
と
い
う
手
法
が
あ
る
。

こ
の
手
法
を
と
れ
ば
1
社
あ

た
り
の
料
金
が
抑
え
ら
れ
、

中
小
規
模
の
企
業
が
参
加
し

や
す
く
な
り
、
ま
た
、
参
加

を
促
し
や
す
く
な
る
と
考
え

る
。
こ
の
手
法
の
導
入
に
つ

い
て
お
考
え
は
。

総
務
部
長
　
「
共
同
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
」
に
つ
い
て
も
、

料
金
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
慎
重
に
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

高
橋
替
地
線
は

天
神
社
前
拡
幅
後
、車
両
速
度
へ
の
対
応
は

天
神
社
前
拡
幅
後
、車
両
速
度
へ
の
対
応
は

部
長 

ス
ピ
ー
ド
超
過
の
な
い
よ
う
な
工
夫
を
す
る

部
長 

ス
ピ
ー
ド
超
過
の
な
い
よ
う
な
工
夫
を
す
る

飯田正志
いい だ まさ し

議員

昨
年
6
月
議
会
で
は
、

町
道
高
橋
替
地
線
沿
い
の
天

神
社
は
、
小
学
生
の
集
合
場

所
に
な
っ
て
い
る
が
、
危
険

な
た
め
、
横
断
歩
道
に
信
号

機
等
危
険
回
避
が
で
き
る
よ

う
な
設
備
に
つ
い
て
の
質
問

を
し
た
。

　
拡
幅
工
事
終
了
の
目
処
が

た
ち
、
交
通
量
増
加
と
ス
ピ

ー
ド
超
過
の
懸
念
が
あ
り
、

矢
戸
川
よ
り
北
の
交
差
点
が

危
険
と
危
惧
す
る
。
安
全
対

策
を
と
れ
な
い
か
。

建
設
部
長
　
ス
ピ
ー
ド
超
過

抑
制
の
た
め
、
路
面
標
示
と

看
板
設
置
を
行
う
。
替
地
天

神
社
横
の
交
差
点
横
断
歩
道

の
安
全
対
策
と
し
て
、
車
両

か
ら
の
認
識
向
上
の
た
め
に

停
止
線
に
自
発
光
鋲
を
設
置

す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
大
口
町
こ
ど
も
条
例

制
定
と
そ
の
先
に
あ
る
も
の
は

制
定
と
そ
の
先
に
あ
る
も
の
は

部
長 

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
活
か
し
て
い
き
た
い

部
長 

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
活
か
し
て
い
き
た
い

松本佳子
まつ もとけい こ

議員

本
町
が
、
こ
の
条

例
を
制
定
し
よ
う
と
さ
れ
た

背
景
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
3
年

第
9
回
定
例
会
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
ご
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
令
和
4
年
度
は
、

町
制
施
行
60
周
年
で
も
あ
り

こ
の
機
会
に
、
こ
の
ま
ち
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や

か
に
心
穏
や
か
に
成
長
し
将

来
こ
の
ま
ち
を
担
っ
て
く
れ

る
よ
う
願
い
、「
こ
ど
も
条
例
」

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
こ

と
と
し
た
。策

定
の
過
程
で
、

町
と
し
て
大
切
に
し
て
き
た

こ
と
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
「
こ
ど
も

の
声
、
意
見
を
反
映
さ
せ
た

条
例
と
す
る
こ
と
」「
大
口

町
こ
ど
も
条
例
制
定
検
討
委

員
会
の
委
員
の
意
見
を
で
き

る
限
り
条
例
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
」「
ど
こ
に
で
も
あ
る

こ
ど
も
条
例
で
は
な
く
、
大

口
町
の
こ
ど
も
条
例
と
す
る

こ
と
」
な
ど
を
特
に
考
慮
し

て
条
例
の
検
討
を
し
て
き
た
。

「
こ
ど
も
条
例
」
の

周
知
、
啓
発
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
よ
り
多
く

の
町
民
の
方
々
に
、
こ
ど
も

の
権
利
、
生
活
の
安
全
や
幸

福
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
意
識

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き

か
け
、
大
人
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
集
ま
っ
た
方
々
に
よ
る

団
体
「
こ
ど
ま
ち
会
」
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
進
め
な
が
ら
、

こ
ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
啓

発
、
大
人
へ
の
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

こ
の
条
例
を
ど
の

よ
う
に
活
か
し
て
い
こ
う
と

さ
れ
て
い
る
の
か
、
本
町
の

お
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
「
こ
ど
も

条
例
」
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

「
こ
ど
も
目
線
」「
こ
ど
も
の

気
持
ち
」「
こ
ど
も
の
権
利
」

と
い
う
こ
と
を
、
町
の
施
策

や
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、

よ
り
意
識
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

周
知
、
啓
発
に
努
め
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、
本

条
例
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

オークマグラウンド（大口町総合運動場）

スピード超過抑制看板（イメージ）
R7.06定例会一般質問（佐名議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（社本議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（飯田議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（松本議員）

YouTube
動画
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佐
名

佐
名

佐
名

社
本

社
本

社
本

飯
田

松
本

松
本

松
本

松
本

保
護
者
の
負
担
軽
減

懇
談
会
再
構
築
を
問
う

懇
談
会
再
構
築
を
問
う

部
長
 
再
構
築
含
め
前
向
き
に
検
討

部
長
 
再
構
築
含
め
前
向
き
に
検
討

佐名かよ子
さ な こ

議員

設
置
目
的
が
明
確

で
あ
り
、「
大
口
町
保
護
者

負
担
経
費
検
討
懇
談
会
」
が
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
令
和

5
年
度
末
ま
で
に
一
定
の
成

果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、

懇
談
会
が
予
定
通
り
進
ま
ず

活
動
が
長
期
間
止
ま
っ
て
い

た
理
由
は
。

生
涯
教
育
部
長
　
資
料
整
理

や
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
に
手
間

取
り
、
さ
ら
に
委
員
の
交
代

が
重
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

検
討
が
進
ま
ず
、
と
ん
挫
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を

反
省
し
、
委
員
構
成
や
運
営

体
制
を
見
直
し
て
、
再
始
動

す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
6
年
7
月
に

再
検
討
さ
れ
た
懇
談
会
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
活
動
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

生
涯
教
育
部
長
　
校
長
会
長

や
部
長
な
ど
、
一
定
の
決
定

権
を
持
つ
立
場
の
役
職
者
を

委
員
か
ら
外
し
、
委
員
間
で

よ
り
率
直
な
意
見
交
換
が
可

能
と
な
り
、
よ
り
第
三
者
的

な
視
点
の
提
言
の
と
り
ま
と

め
が
期
待
で
き
る
体
制
に
変

更
し
た
。
活
動
は
年
度
ご
と

に
区
切
り
、
未
了
事
項
に
つ

い
て
は
、
委
員
を
改
選
し
な

が
ら
、
数
年
か
け
て
継
続
し

て
検
討
し
て
い
く
。

給
食
費
の
無
償
化

に
続
き
、
今
後
、
町
が
重
点

的
に
進
め
る
保
護
者
負
担
軽

減
策
の
方
向
性
は
。

生
涯
教
育
部
長
　
令
和
6
年

度
か
ら
用
紙
や
印
刷
機
の
消

耗
品
費
を
公
費
で
負
担
し
、

7
年
度
か
ら
は
中
学
校
の
部

活
動
入
部
時
の
一
時
費
用
を

就
学
援
助
項
目
に
追
加
、
消

耗
品
費
も
僅
か
だ
が
増
額
し

た
。

　
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が

学
校
へ
通
い
学
ぶ
中
で
真
に

必
要
と
な
る
費
用
の
把
握
と
、

負
担
の
あ
り
方
を
皆
で
共
有

し
な
が
ら
、
制
服
の
あ
り
方

や
体
操
服
活
用
の
見
直
し
も

含
め
、
段
階
的
に
提
言
の
反

映
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

歳
入
の
拡
充
に
よ
る
財
源
確
保
を

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
推
進
を

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
推
進
を

部
長 

現
行
の
制
度
で
対
応
す
る

部
長 

現
行
の
制
度
で
対
応
す
る

社本與七
しゃ もと よ ひち

議員

維
持
管
理
料
に
充

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
園

を
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対

象
と
し
て
い
る
自
治
体
が
多

く
あ
る
。

　
本
町
も
歳
入
拡
充
の
一
環

で
「
公
園
」
を
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
対
象
に
す
る
お
考

え
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
公
園
施
設
を
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
象
と

す
る
発
想
は
な
か
っ
た
。
所

管
の
維
持
管
理
課
と
も
相
談

し
な
が
ら
、
今
後
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

自
治
体
に
は
、「
市

道
」
や
「
バ
ス
停
留
所
」
、

大
学
で
は
「
教
室
」
を
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
象
と
し

収
入
を
得
て
い
る
例
が
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
人
気
の
施

設
（
貸
室
）
で
あ
る
大
口
町

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
1
階
多

目
的
室
や
4
階
ほ
ほ
え
み
ホ

ー
ル
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
対
象
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

総
務
部
長
　
貸
室
を
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
対
象
と
す
る

こ
と
は
、
今
後
調
査
研
究
を

重
ね
、
施
設
の
指
定
管
理
者

と
も
調
整
し
て
い
き
た
い
。

1
つ
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
対
象
施
設
等
に
複

数
の
企
業
に
参
加
し
て
も
ら

う
「
共
同
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
」
と
い
う
手
法
が
あ
る
。

こ
の
手
法
を
と
れ
ば
1
社
あ

た
り
の
料
金
が
抑
え
ら
れ
、

中
小
規
模
の
企
業
が
参
加
し

や
す
く
な
り
、
ま
た
、
参
加

を
促
し
や
す
く
な
る
と
考
え

る
。
こ
の
手
法
の
導
入
に
つ

い
て
お
考
え
は
。

総
務
部
長
　
「
共
同
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
」
に
つ
い
て
も
、

料
金
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
慎
重
に
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

高
橋
替
地
線
は

天
神
社
前
拡
幅
後
、車
両
速
度
へ
の
対
応
は

天
神
社
前
拡
幅
後
、車
両
速
度
へ
の
対
応
は

部
長 

ス
ピ
ー
ド
超
過
の
な
い
よ
う
な
工
夫
を
す
る

部
長 

ス
ピ
ー
ド
超
過
の
な
い
よ
う
な
工
夫
を
す
る

飯田正志
いい だ まさ し

議員

昨
年
6
月
議
会
で
は
、

町
道
高
橋
替
地
線
沿
い
の
天

神
社
は
、
小
学
生
の
集
合
場

所
に
な
っ
て
い
る
が
、
危
険

な
た
め
、
横
断
歩
道
に
信
号

機
等
危
険
回
避
が
で
き
る
よ

う
な
設
備
に
つ
い
て
の
質
問

を
し
た
。

　
拡
幅
工
事
終
了
の
目
処
が

た
ち
、
交
通
量
増
加
と
ス
ピ

ー
ド
超
過
の
懸
念
が
あ
り
、

矢
戸
川
よ
り
北
の
交
差
点
が

危
険
と
危
惧
す
る
。
安
全
対

策
を
と
れ
な
い
か
。

建
設
部
長
　
ス
ピ
ー
ド
超
過

抑
制
の
た
め
、
路
面
標
示
と

看
板
設
置
を
行
う
。
替
地
天

神
社
横
の
交
差
点
横
断
歩
道

の
安
全
対
策
と
し
て
、
車
両

か
ら
の
認
識
向
上
の
た
め
に

停
止
線
に
自
発
光
鋲
を
設
置

す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
大
口
町
こ
ど
も
条
例

制
定
と
そ
の
先
に
あ
る
も
の
は

制
定
と
そ
の
先
に
あ
る
も
の
は

部
長 

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
活
か
し
て
い
き
た
い

部
長 

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
活
か
し
て
い
き
た
い

松本佳子
まつ もとけい こ

議員

本
町
が
、
こ
の
条

例
を
制
定
し
よ
う
と
さ
れ
た

背
景
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
3
年

第
9
回
定
例
会
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
ご
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
令
和
4
年
度
は
、

町
制
施
行
60
周
年
で
も
あ
り

こ
の
機
会
に
、
こ
の
ま
ち
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や

か
に
心
穏
や
か
に
成
長
し
将

来
こ
の
ま
ち
を
担
っ
て
く
れ

る
よ
う
願
い
、「
こ
ど
も
条
例
」

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
こ

と
と
し
た
。策

定
の
過
程
で
、

町
と
し
て
大
切
に
し
て
き
た

こ
と
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
「
こ
ど
も

の
声
、
意
見
を
反
映
さ
せ
た

条
例
と
す
る
こ
と
」「
大
口

町
こ
ど
も
条
例
制
定
検
討
委

員
会
の
委
員
の
意
見
を
で
き

る
限
り
条
例
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
」「
ど
こ
に
で
も
あ
る

こ
ど
も
条
例
で
は
な
く
、
大

口
町
の
こ
ど
も
条
例
と
す
る

こ
と
」
な
ど
を
特
に
考
慮
し

て
条
例
の
検
討
を
し
て
き
た
。

「
こ
ど
も
条
例
」
の

周
知
、
啓
発
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
よ
り
多
く

の
町
民
の
方
々
に
、
こ
ど
も

の
権
利
、
生
活
の
安
全
や
幸

福
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
意
識

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き

か
け
、
大
人
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
集
ま
っ
た
方
々
に
よ
る

団
体
「
こ
ど
ま
ち
会
」
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
進
め
な
が
ら
、

こ
ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
啓

発
、
大
人
へ
の
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

こ
の
条
例
を
ど
の

よ
う
に
活
か
し
て
い
こ
う
と

さ
れ
て
い
る
の
か
、
本
町
の

お
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
「
こ
ど
も

条
例
」
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

「
こ
ど
も
目
線
」「
こ
ど
も
の

気
持
ち
」「
こ
ど
も
の
権
利
」

と
い
う
こ
と
を
、
町
の
施
策

や
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、

よ
り
意
識
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

周
知
、
啓
発
に
努
め
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、
本

条
例
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

オークマグラウンド（大口町総合運動場）

スピード超過抑制看板（イメージ）
R7.06定例会一般質問（佐名議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（社本議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（飯田議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（松本議員）

YouTube
動画
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宮
川

宮
川

江
幡

江
幡

江
幡

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

地
域
丸
ご
と
防
災
の
実
現
に
向
け
て

協
力
依
頼
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
は
ど
う
か

協
力
依
頼
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
は
ど
う
か

部
長 
是
非
、検
討
し
て
い
き
た
い

部
長 
是
非
、検
討
し
て
い
き
た
い

宮川基英
みやがわ もとひで

議員

避
難
所
に
お
い
て
、

障
が
い
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お

持
ち
の
方
に
対
す
る
配
慮
は

十
分
に
行
き
届
い
て
い
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　

「
避
難
行

動
要
支
援
者
」
と
い
わ
れ
る

方
々
に
つ
い
て
は
、「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
よ

り
把
握
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
別
避
難
計
画
に
つ
い

て
は
、「
個
別
計
画
票
」
の

提
出
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
個

別
計
画
票
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
名
簿
登
録
者
の
1
割

程
度
の
提
出
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
避
難
行
動
要
支
援
者
登

録
制
度
が
災
害
時
の
備
え
で

あ
る
こ
と
、
普
段
の
地
域
で

の
見
守
り
活
動
や
交
流
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、「
個
別
計
画
票
」

の
提
出
に
ご
協
力
頂
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
お
願
い
を
し

て
い
き
た
い
。

被
災
時
、
企
業
ご

と
に
協
力
し
て
頂
け
る
分
野

の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

地
域
協
働
部
長
　

本
町
で
は

現
在
、
63
社
の
様
々
な
団
体

や
企
業
と
防
災
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
一

律
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
や
企
業
が
得
意
と
す
る

分
野
に
お
い
て
、
町
に
寄
与

し
て
頂
け
る
事
柄
を
「
協
定
」

と
し
て
締
結
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て

い
る
た
め
、
分
か
り
や
す
く

ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
た
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
お
く
こ
と
は
、

協
力
要
請
を
す
る
際
に
と
て

も
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
是
非
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

避
難
所
の
体
制
整
備
を

ど
こ
へ
逃
げ
れ
ば
良
い
か

ど
こ
へ
逃
げ
れ
ば
良
い
か

部
長 

防
災
マ
ッ
プ
に
も
掲
載
し
て
い
る

部
長 

防
災
マ
ッ
プ
に
も
掲
載
し
て
い
る

江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
対
す
る
評
価
が
変
わ

り
、
大
口
町
に
お
い
て
も
予

想
震
度
5
強
か
ら
6
弱
へ
と

引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
愛

知
県
防
災
計
画
の
見
直
し
も

あ
る
。
本
町
で
は
令
和
4
年

に
作
成
し
て
い
る
が
、
今
後

見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
住
民
の
方
々
か
ら
は
、

と
っ
さ
に
【
逃
げ
ろ
】
と
い

う
時
「
気
が
動
転
し
て
ど
こ

へ
逃
げ
れ
ば
よ
い
の
か
判
断

が
で
き
な
い
と
思
う
」
と
の

声
が
あ
る
。

　
災
害
発
生
時
に
誰
も
が
避

難
所
や
緊
急
避
難
場
所
へ
退

避
で
き
る
よ
う
に
、
標
示
を

し
て
も
ら
い
た
い
が
、
現
在

の
取
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

      

地
域
協
働
部
長
　

避
難
所
へ

の
経
路
に
対
し
【
防
災
情
報

等
電
柱
看
板
】
を
電
柱
の
管

理
会
社
と
協
定
を
結
び
電
柱

看
板
と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
を

募
り
掲
出
し
て
い
る
。
現
在

は
6
か
所
の
電
柱
に
3
施
設

の
避
難
所
へ
の
案
内
だ
が
、

今
後
普
及
に
努
め
る
。

緊
急
避
難
場
所
に

し
て
い
る
の
が
現
在
14
施
設
。

住
宅
地
内
に
あ
る
公
園
等
も

役
割
を
果
た
せ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

地
域
協
働
部
長
　

公
園
等
の

空
間
も
「
避
難
場
所
」
と
し

て
の
役
割
を
十
分
果
た
せ
る
。

状
況
に
応
じ
て
、
指
定
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
臨
機
応
変
に
選

択
す
る
こ
と
は
、
自
ら
を
守

る
た
め
に
と
て
も
重
要
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
可
能

場
所
が
5
か
所
あ
る
が
、
役

場
南
ひ
ろ
ば
は
可
能
場
所
で

は
な
い
の
か
。

地
域
協
働
部
長
　

役
場
南
ひ

ろ
ば
は
条
件
を
満
た
し
て
お

ら
ず
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
可
能
場

所
に
な
ら
な
い
が
、
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
な
ど
緊
急
を
要
す
る

際
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
判
断
に

よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
般
質
問

公
園
・
道
路
等
の
樹
木
管
理
は

樹
木
の
倒
木
や
枝
の
落
下
防
止
対
策
は

樹
木
の
倒
木
や
枝
の
落
下
防
止
対
策
は

部
長 

公
園
点
検
・
道
路
巡
回
時
に
目
視
で
確
認

部
長 

公
園
点
検
・
道
路
巡
回
時
に
目
視
で
確
認

丹羽 勉
に わ つとむ

議員

公
園
・
道
路
に
あ

る
樹
木
の
現
状
は
。

建
設
部
長
　

公
園
樹
木
は

7
0
9
本
で
、
ケ
ヤ
キ
、
桜
、

ク
ス
、
コ
ブ
シ
、
イ
チ
ョ
ウ
、

道
路
樹
木
は
3
0
6
6
本
で
、

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
ヒ
ト
ツ
バ

タ
ゴ
、
ハ
ナ
ノ
キ
、
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
で
あ
る
。

倒
木
や
枝
の
落
下

等
危
険
な
状
態
は
。

建
設
部
長
　

倒
木
や
枝
の
落

下
等
の
危
険
な
状
態
の
樹
木

は
な
い
。

　
枯
れ
木
等
の
状
態
の
樹
木

は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
注

視
す
る
と
共
に
樹
木
等
の
剪

定
を
委
託
す
る
時
に
対
応
す

る
。

公
園
・
道
路
等
に

隣
接
す
る
私
有
地
対
策
は
。

建
設
部
長
　

私
有
地
か
ら
公

園
や
道
路
に
越
境
す
る
樹
木

や
枝
は
、
公
園
利
用
者
の
安

全
や
交
通
の
安
全
性
に
支
障

が
あ
る
場
合
、
お
手
紙
や
訪

問
に
よ
り
剪
定
し
て
い
た
だ

く
よ
う
依
頼
す
る
。

点
検
の
業
者
委
託
、

住
民
か
ら
の
通
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
。

建
設
部
長
　

道
路
樹
木
・
公

園
樹
木
等
の
維
持
管
理
委
託

業
の
仕
様
書
に
、
作
業
は
「
愛

知
県
土
木
工
事
標
準
仕
様
書
」

に
よ
り
行
う
こ
と
を
指
示
し

て
い
る
の
で
点
検
の
み
を
業

者
委
託
す
る
考
え
は
な
い
。

ま
た
、
通
報
シ
ス
テ
ム
は
国

土
交
通
省
の
L
I
N
E
ア
プ

リ
「
＃
9
9
1
0
」
で
対
応

す
る
の
で
、
本
町
独
自
の
通

報
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は

な
い
。

空き家対策について
管理不全空き家等の現状は
大竹伸一議員の質問

こども110番の家
周知方法は

宮川基英議員の質問

町内企業には若い世代が多くお
勤めであることから若い世代に
情報が届くようLINE等のSNS
を使った空き家活用を含めた在
勤者支援補助制度の周知を行っ
てきた。また、追跡調査や機を
捉えた空き家の管理依頼の結果、
居住実態や管理していただく相
続人を把握することができ、管
理不全空家等は2件減少した。

令和6年8月号町広報紙で「こ
ども110番の家」に委嘱され
ている事業所等の名称、場所及
びその意義を掲載した。小学校
でマップの配布や新年度4月の
一斉下校時に児童と各通学班担
当の教員が一緒になって通学路
の状況を確認する「通学路点検」
の機会に併せて、「こども110
番の家」の場所を確認した。

増え続ける空き家の実態を受け、まずは2件の減少と
なり、近隣の住民も安堵しているかと思います。防犯の
意味からも継続をされ安全安心な本町を望んでいます。

このような制度は、いかにその存在を認知してもらえるかが重要
であると考えます。いざという時に子どもたちを危険から守って
くれる大切な場所ですので、引き続き周知徹底をお願いします。

にっこり がんばれ

令和6年6月定例会にて質問令和6年6月定例会にて質問

一
般
質
問

LINEアプリ「＃9910」とは
国土交通省が提供する、道路の異常
をLINEで通報できるサービスのこと
〈使い方〉
1　LINEで「道路緊急ダイヤル（#9910）」

を友だち追加
2　トーク画面から「通報」
3　写真や位置情報も送れる

防災情報等電柱看板

R7.06定例会一般質問（宮川議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（丹羽議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（江幡議員）

YouTube
動画

あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を1年前の一般質問�その後を

追跡追跡!!!!追跡追跡!!!!追跡!!

質問者の満足度 質問者の満足度

回答を受けて 回答を受けて

おおぐち議会だより　No.245
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幡

江
幡

江
幡

丹
羽

丹
羽

丹
羽
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羽

地
域
丸
ご
と
防
災
の
実
現
に
向
け
て

協
力
依
頼
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
は
ど
う
か

協
力
依
頼
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
は
ど
う
か

部
長 

是
非
、検
討
し
て
い
き
た
い

部
長 

是
非
、検
討
し
て
い
き
た
い

宮川基英
みやがわ もとひで

議員

避
難
所
に
お
い
て
、

障
が
い
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お

持
ち
の
方
に
対
す
る
配
慮
は

十
分
に
行
き
届
い
て
い
る
か
。

地
域
協
働
部
長
　

「
避
難
行

動
要
支
援
者
」
と
い
わ
れ
る

方
々
に
つ
い
て
は
、「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
よ

り
把
握
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
別
避
難
計
画
に
つ
い

て
は
、「
個
別
計
画
票
」
の

提
出
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
個

別
計
画
票
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
名
簿
登
録
者
の
1
割

程
度
の
提
出
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
避
難
行
動
要
支
援
者
登

録
制
度
が
災
害
時
の
備
え
で

あ
る
こ
と
、
普
段
の
地
域
で

の
見
守
り
活
動
や
交
流
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、「
個
別
計
画
票
」

の
提
出
に
ご
協
力
頂
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
お
願
い
を
し

て
い
き
た
い
。

被
災
時
、
企
業
ご

と
に
協
力
し
て
頂
け
る
分
野

の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

地
域
協
働
部
長
　

本
町
で
は

現
在
、
63
社
の
様
々
な
団
体

や
企
業
と
防
災
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
一

律
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
や
企
業
が
得
意
と
す
る

分
野
に
お
い
て
、
町
に
寄
与

し
て
頂
け
る
事
柄
を
「
協
定
」

と
し
て
締
結
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て

い
る
た
め
、
分
か
り
や
す
く

ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
た
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
お
く
こ
と
は
、

協
力
要
請
を
す
る
際
に
と
て

も
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
是
非
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

避
難
所
の
体
制
整
備
を

ど
こ
へ
逃
げ
れ
ば
良
い
か

ど
こ
へ
逃
げ
れ
ば
良
い
か

部
長 

防
災
マ
ッ
プ
に
も
掲
載
し
て
い
る

部
長 

防
災
マ
ッ
プ
に
も
掲
載
し
て
い
る

江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
対
す
る
評
価
が
変
わ

り
、
大
口
町
に
お
い
て
も
予

想
震
度
5
強
か
ら
6
弱
へ
と

引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
愛

知
県
防
災
計
画
の
見
直
し
も

あ
る
。
本
町
で
は
令
和
4
年

に
作
成
し
て
い
る
が
、
今
後

見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
住
民
の
方
々
か
ら
は
、

と
っ
さ
に
【
逃
げ
ろ
】
と
い

う
時
「
気
が
動
転
し
て
ど
こ

へ
逃
げ
れ
ば
よ
い
の
か
判
断

が
で
き
な
い
と
思
う
」
と
の

声
が
あ
る
。

　
災
害
発
生
時
に
誰
も
が
避

難
所
や
緊
急
避
難
場
所
へ
退

避
で
き
る
よ
う
に
、
標
示
を

し
て
も
ら
い
た
い
が
、
現
在

の
取
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

      

地
域
協
働
部
長
　

避
難
所
へ

の
経
路
に
対
し
【
防
災
情
報

等
電
柱
看
板
】
を
電
柱
の
管

理
会
社
と
協
定
を
結
び
電
柱

看
板
と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
を

募
り
掲
出
し
て
い
る
。
現
在

は
6
か
所
の
電
柱
に
3
施
設

の
避
難
所
へ
の
案
内
だ
が
、

今
後
普
及
に
努
め
る
。

緊
急
避
難
場
所
に

し
て
い
る
の
が
現
在
14
施
設
。

住
宅
地
内
に
あ
る
公
園
等
も

役
割
を
果
た
せ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

地
域
協
働
部
長
　

公
園
等
の

空
間
も
「
避
難
場
所
」
と
し

て
の
役
割
を
十
分
果
た
せ
る
。

状
況
に
応
じ
て
、
指
定
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
臨
機
応
変
に
選

択
す
る
こ
と
は
、
自
ら
を
守

る
た
め
に
と
て
も
重
要
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
可
能

場
所
が
5
か
所
あ
る
が
、
役

場
南
ひ
ろ
ば
は
可
能
場
所
で

は
な
い
の
か
。

地
域
協
働
部
長
　

役
場
南
ひ

ろ
ば
は
条
件
を
満
た
し
て
お

ら
ず
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
可
能
場

所
に
な
ら
な
い
が
、
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
な
ど
緊
急
を
要
す
る

際
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
判
断
に

よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
般
質
問

公
園
・
道
路
等
の
樹
木
管
理
は

樹
木
の
倒
木
や
枝
の
落
下
防
止
対
策
は

樹
木
の
倒
木
や
枝
の
落
下
防
止
対
策
は

部
長 

公
園
点
検
・
道
路
巡
回
時
に
目
視
で
確
認

部
長 

公
園
点
検
・
道
路
巡
回
時
に
目
視
で
確
認

丹羽 勉
に わ つとむ

議員

公
園
・
道
路
に
あ

る
樹
木
の
現
状
は
。

建
設
部
長
　

公
園
樹
木
は

7
0
9
本
で
、
ケ
ヤ
キ
、
桜
、

ク
ス
、
コ
ブ
シ
、
イ
チ
ョ
ウ
、

道
路
樹
木
は
3
0
6
6
本
で
、

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
ヒ
ト
ツ
バ

タ
ゴ
、
ハ
ナ
ノ
キ
、
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
で
あ
る
。

倒
木
や
枝
の
落
下

等
危
険
な
状
態
は
。

建
設
部
長
　

倒
木
や
枝
の
落

下
等
の
危
険
な
状
態
の
樹
木

は
な
い
。

　
枯
れ
木
等
の
状
態
の
樹
木

は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
注

視
す
る
と
共
に
樹
木
等
の
剪

定
を
委
託
す
る
時
に
対
応
す

る
。

公
園
・
道
路
等
に

隣
接
す
る
私
有
地
対
策
は
。

建
設
部
長
　

私
有
地
か
ら
公

園
や
道
路
に
越
境
す
る
樹
木

や
枝
は
、
公
園
利
用
者
の
安

全
や
交
通
の
安
全
性
に
支
障

が
あ
る
場
合
、
お
手
紙
や
訪

問
に
よ
り
剪
定
し
て
い
た
だ

く
よ
う
依
頼
す
る
。

点
検
の
業
者
委
託
、

住
民
か
ら
の
通
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
。

建
設
部
長
　

道
路
樹
木
・
公

園
樹
木
等
の
維
持
管
理
委
託

業
の
仕
様
書
に
、
作
業
は
「
愛

知
県
土
木
工
事
標
準
仕
様
書
」

に
よ
り
行
う
こ
と
を
指
示
し

て
い
る
の
で
点
検
の
み
を
業

者
委
託
す
る
考
え
は
な
い
。

ま
た
、
通
報
シ
ス
テ
ム
は
国

土
交
通
省
の
L
I
N
E
ア
プ

リ
「
＃
9
9
1
0
」
で
対
応

す
る
の
で
、
本
町
独
自
の
通

報
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は

な
い
。

空き家対策について
管理不全空き家等の現状は
大竹伸一議員の質問

こども110番の家
周知方法は

宮川基英議員の質問

町内企業には若い世代が多くお
勤めであることから若い世代に
情報が届くようLINE等のSNS
を使った空き家活用を含めた在
勤者支援補助制度の周知を行っ
てきた。また、追跡調査や機を
捉えた空き家の管理依頼の結果、
居住実態や管理していただく相
続人を把握することができ、管
理不全空家等は2件減少した。

令和6年8月号町広報紙で「こ
ども110番の家」に委嘱され
ている事業所等の名称、場所及
びその意義を掲載した。小学校
でマップの配布や新年度4月の
一斉下校時に児童と各通学班担
当の教員が一緒になって通学路
の状況を確認する「通学路点検」
の機会に併せて、「こども110
番の家」の場所を確認した。

増え続ける空き家の実態を受け、まずは2件の減少と
なり、近隣の住民も安堵しているかと思います。防犯の
意味からも継続をされ安全安心な本町を望んでいます。

このような制度は、いかにその存在を認知してもらえるかが重要
であると考えます。いざという時に子どもたちを危険から守って
くれる大切な場所ですので、引き続き周知徹底をお願いします。

にっこり がんばれ

令和6年6月定例会にて質問令和6年6月定例会にて質問

一
般
質
問

LINEアプリ「＃9910」とは
国土交通省が提供する、道路の異常
をLINEで通報できるサービスのこと
〈使い方〉
1　LINEで「道路緊急ダイヤル（#9910）」

を友だち追加
2　トーク画面から「通報」
3　写真や位置情報も送れる

防災情報等電柱看板

R7.06定例会一般質問（宮川議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（丹羽議員）

YouTube
動画

R7.06定例会一般質問（江幡議員）

YouTube
動画

あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を1年前の一般質問�その後を

追跡追跡!!!!追跡追跡!!!!追跡!!

質問者の満足度 質問者の満足度

回答を受けて 回答を受けて

おおぐち議会だより　No.245
令和7年7月24日発行
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議員って何をしているの？
令和7年5月～令和7年7月の主な活動です

議員って何をしているの？
令和7年5月～令和7年7月の主な活動です

「議員って何かはしてるとは
思うけど、何をしているのかよ
くわからない」
そのようなお声をよく聞きます。

「何を？」といわれると、一言
では説明が難しいですが、そ
の一部をお伝えできればと思
います。

議会広聴広報常任委員会
議会だより245号の作成に取
り掛かりました。

小型ポンプ操法大会
日々本町の安心安全を支えてく
ださる消防団員の皆さま方に敬
意を表します。

障がい者スポーツ大会
参加者の皆さまとスポーツを通
じて、私たち議員も一緒に楽し
みました。

政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付される費用で、大口町議会では実費後払い方
式により各議員に年間12万円を限度に交付しており、情報公開の規定等を条例・規則で定めています。

支出内容

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

支出内訳（円）
調査研究費

研修費
広報費
研修費
事務費

調査研究費
調査研究費

研修費
調査研究費
調査研究費
資料購入費
調査研究費

研修費
広聴費

資料購入費
研修費

資料購入費
調査研究費

研修費
調査研究費

事務費
調査研究費

事務費
調査研究費

研修費
調査研究費

研修費
調査研究費

研修費

議員名議席番号

山闢 卓美

佐名かよ子

酒井 一平

宮川 基英

飯田 正志

社本 與七

松本 佳子

江幡満世志

丹羽  勉

仙田 王一

藤田 敏英

鈴木 和江

江口 昌史

大竹 伸一

齊木 一三

支出額（円）

120,000

52,610

66,096

119,854

3,510

120,000

120,000

38,200

60,282

120,000

13,125

81,090

116,406

104,606

104,606

69,606
42,560

7,834
45,170

7,440
66,096
66,096
53,758

3,510
68,096
51,904

3,512
116,488

10,496
27,704
50,310

9,972
69,606
50,394

3,510
9,615

69,606
11,484
66,096
50,310
66,096
38,510
66,096
38,510

行政視察等（三重県桑名市他）
研修費
活動報告印刷費
研修費
消耗品代
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
研修費
行政視察（三重県桑名市）
行政視察等（三重県桑名市他）
書籍購入
行政視察（三重県桑名市）
研修費
広聴費
書籍購入
研修費
書籍購入
行政視察等（三重県桑名市他）
研修費
行政視察（三重県桑名市）
消耗品代
行政視察等（三重県桑名市他）
消耗品代
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
研修費
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
研修費
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
研修費

令和6年度　議員 政務活動費 実績報告

議員政務活動費・議長交
際費の詳細はこちらから
もご覧いただけます

一部事務組合や広域連合等の議員も務めており、定例会や臨時会に出席します。
議長は、県町村議会議長会の研修や会議にも参加します。

令和6年度　議長交際費の使いみち

1
2
3
4
5

6月10日
6月30日
7月20日
7月24日
7月31日

前期小計

その他
その他
その他
その他
手土産

5,000
10,000
10,000

4,950
3,562

33,512

あいち平和行進協賛金
丹羽青年会議所創立30周年記念式典登録料
県消防操法大会激励金
議長（200枚）名刺
議会運営委員会視察手土産

摘要支出額(円）月日NO 分類
6
7
8
9

10
11

10月7日
11月6日
1月14日
1月16日
1月20日
2月4日
後期小計

合計

手土産
その他
手土産
祝儀
祝儀

手土産

3,562
5,000
3,562

10,000
5,000
2,052

29,176
62,688

文教福祉常任委員会視察手土産
愛知県原水爆被災者の会協賛金
総務建設常任委員会視察手土産
丹羽JC賀詞交歓例会登録料
商工会経済４団体役員合同新年会参加費
議会広聴広報常任委員会調査手土産

摘要支出額(円）月日NO 分類

本会議・委員会など

第4回　臨時会

委員長会議

総務建設常任委員会協議会

文教福祉常任委員会協議会

議会広聴広報常任委員会

議会運営委員会

全員協議会

議会広聴広報常任委員会

委員長会議

第5回　定例会

小型ポンプ操法大会

総務建設常任委員会、協議会

文教福祉常任委員会、協議会

障がい者スポーツ大会

議会広聴広報常任委員会

議会運営委員会

全員協議会

第6回　臨時会

全員協議会

議会広聴広報常任委員会

議会広聴広報常任委員会

議会運営委員会

総務建設常任委員会協議会

文教福祉常任委員会協議会

全員協議会

月日

9日

14日

19日

20日

21日

27日

30日

2～
19日

8日

11日

13日

14日

17日

19日

25日

27日

7日

14日

15日

17日

29日

5
月

6
月

7
月

内容（特記事項）

議長選挙、副議長選挙、各種委員会正副
委員長選任等

活動方針について

第5回6月定例会概要

議会だより245号内容検討

議案審議ほか ⇒P.4～13 参照

来賓

委員会付託議案審議,陳情の審査

委員会付託議案審議,陳情の審査

来賓　競技参加

議会だより245号内容検討

第6回6月臨時会概要

議案審議

議会だより245号内容検討

議会だより245号内容検討

①

②

③

①

②

③
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議員って何をしているの？
令和7年5月～令和7年7月の主な活動です

議員って何をしているの？
令和7年5月～令和7年7月の主な活動です

「議員って何かはしてるとは
思うけど、何をしているのかよ
くわからない」
そのようなお声をよく聞きます。

「何を？」といわれると、一言
では説明が難しいですが、そ
の一部をお伝えできればと思
います。

議会広聴広報常任委員会
議会だより245号の作成に取
り掛かりました。

小型ポンプ操法大会
日々本町の安心安全を支えてく
ださる消防団員の皆さま方に敬
意を表します。

障がい者スポーツ大会
参加者の皆さまとスポーツを通
じて、私たち議員も一緒に楽し
みました。

政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付される費用で、大口町議会では実費後払い方
式により各議員に年間12万円を限度に交付しており、情報公開の規定等を条例・規則で定めています。

支出内容

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

支出内訳（円）
調査研究費

研修費
広報費
研修費
事務費

調査研究費
調査研究費

研修費
調査研究費
調査研究費
資料購入費
調査研究費

研修費
広聴費

資料購入費
研修費

資料購入費
調査研究費

研修費
調査研究費

事務費
調査研究費

事務費
調査研究費

研修費
調査研究費

研修費
調査研究費

研修費

議員名議席番号

山闢 卓美

佐名かよ子

酒井 一平

宮川 基英

飯田 正志

社本 與七

松本 佳子

江幡満世志

丹羽  勉

仙田 王一

藤田 敏英

鈴木 和江

江口 昌史

大竹 伸一

齊木 一三

支出額（円）

120,000

52,610

66,096

119,854

3,510

120,000

120,000

38,200

60,282

120,000

13,125

81,090

116,406

104,606

104,606

69,606
42,560

7,834
45,170

7,440
66,096
66,096
53,758

3,510
68,096
51,904

3,512
116,488

10,496
27,704
50,310

9,972
69,606
50,394

3,510
9,615

69,606
11,484
66,096
50,310
66,096
38,510
66,096
38,510

行政視察等（三重県桑名市他）
研修費
活動報告印刷費
研修費
消耗品代
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
研修費
行政視察（三重県桑名市）
行政視察等（三重県桑名市他）
書籍購入
行政視察（三重県桑名市）
研修費
広聴費
書籍購入
研修費
書籍購入
行政視察等（三重県桑名市他）
研修費
行政視察（三重県桑名市）
消耗品代
行政視察等（三重県桑名市他）
消耗品代
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
研修費
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
研修費
行政視察（徳島県勝浦郡上勝町）
研修費

令和6年度　議員 政務活動費 実績報告

議員政務活動費・議長交
際費の詳細はこちらから
もご覧いただけます

一部事務組合や広域連合等の議員も務めており、定例会や臨時会に出席します。
議長は、県町村議会議長会の研修や会議にも参加します。

令和6年度　議長交際費の使いみち

1
2
3
4
5

6月10日
6月30日
7月20日
7月24日
7月31日

前期小計

その他
その他
その他
その他
手土産

5,000
10,000
10,000

4,950
3,562

33,512

あいち平和行進協賛金
丹羽青年会議所創立30周年記念式典登録料
県消防操法大会激励金
議長（200枚）名刺
議会運営委員会視察手土産

摘要支出額(円）月日NO 分類
6
7
8
9

10
11

10月7日
11月6日
1月14日
1月16日
1月20日
2月4日
後期小計

合計

手土産
その他
手土産
祝儀
祝儀

手土産

3,562
5,000
3,562

10,000
5,000
2,052

29,176
62,688

文教福祉常任委員会視察手土産
愛知県原水爆被災者の会協賛金
総務建設常任委員会視察手土産
丹羽JC賀詞交歓例会登録料
商工会経済４団体役員合同新年会参加費
議会広聴広報常任委員会調査手土産

摘要支出額(円）月日NO 分類

本会議・委員会など

第4回　臨時会

委員長会議

総務建設常任委員会協議会

文教福祉常任委員会協議会

議会広聴広報常任委員会

議会運営委員会

全員協議会

議会広聴広報常任委員会

委員長会議

第5回　定例会

小型ポンプ操法大会

総務建設常任委員会、協議会

文教福祉常任委員会、協議会

障がい者スポーツ大会

議会広聴広報常任委員会

議会運営委員会

全員協議会

第6回　臨時会

全員協議会

議会広聴広報常任委員会

議会広聴広報常任委員会

議会運営委員会

総務建設常任委員会協議会

文教福祉常任委員会協議会

全員協議会

月日

9日

14日

19日

20日

21日

27日

30日

2～
19日

8日

11日

13日

14日

17日

19日

25日

27日

7日

14日

15日

17日

29日

5
月

6
月

7
月

内容（特記事項）

議長選挙、副議長選挙、各種委員会正副
委員長選任等

活動方針について

第5回6月定例会概要

議会だより245号内容検討

議案審議ほか ⇒P.4～13 参照

来賓

委員会付託議案審議,陳情の審査

委員会付託議案審議,陳情の審査

来賓　競技参加

議会だより245号内容検討

第6回6月臨時会概要

議案審議

議会だより245号内容検討

議会だより245号内容検討

①

②

③

①

②

③

おおぐち議会だより　No.245
令和7年7月24日発行

おおぐち議会だより　No.245
令和7年7月24日発行
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議会だより議会だより議会だより

会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定
9月 1日（月） 開会・提案説明

4日（木） 一般質問
5日（金） 一般質問
9日（火） 議案質疑

10日（水） 議案質疑・委員会付託
16日（火） 総務建設常任委員会
18日（木） 文教福祉常任委員会
25日（木） 討論・採決・閉会

※日程は、変更になる場合があります。
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社
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仙

田

王

一

藤

田

敏

英

大口町議会
ホームページ
大口町議会
ホームページ

「議場ってこんなところ」
　大口北小学校の3年生が、「公共施設見学」の一環として大口町役場
を訪れ、議場にも立ち寄りました。ちょうど6月定例会の一般質問が
行われており、子どもたちはその様子を実際に傍聴することができま
した。
　普段はなかなか入る機会のない議場に、子どもたちは興味津々。熱
心にメモを取りながら、真剣な表情で議会の様子を見学していました。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　老若男女　世代を超えて人々が優しく心が通い、
次の世代に誇れるようになってほしい。

（秋田区在住　安藤さん）

　ここで育った子どもたちが大人になった時、
またここで暮らしたいと思えるような「まち」
づくりをしてほしい。

（秋田区在住　佐藤さん）

～大口町に期待することは？～

議場ってこんなところ
（関連記事P.16）
議場ってこんなところ
（関連記事P.16）

No.245No.245
令和7年7月24日令和7年7月24日

発行：愛知県大口町議会発行：愛知県大口町議会
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止

みなさまのお声を
お聞かせください

議会だよりをより充実させるためご意見ご感想を
お寄せください。
議会事務局　Email  ： gikai@town.oguchi.lg.jp

F A X  ： 0587-95-1454
おおぐち議会だより　No.245
令和7年7月24日発行
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